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〓お知らせ〓 

 

 

 

 

点検整備推進イベント事業の延期に伴い、新型コロナウイルス感染防止の観点からその代替案の

一方策としてパンフレット入りマスクを入庫促進グッズとして作成しました。 

 会員の皆様に販売も致しますので入庫促進等にご活用下さい。 

 なお、ご希望により会員工場名入りシールを無償でお渡しします。 

 

・販売価格：パンフレット入りマスク（Ｌ・Ｍサイズ）２枚入り １セット１３２円（税込み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ なお、各事業場へ見本として１セット配布いたしますので、ご活用をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入庫促進グッズ パンフレット入りマスクの販売について 

パンフレット入りマスク パンフレット入りマスク 

(名入りシール貼付例) 
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現行システムは導入より６年を経過し、今後は部品供給等が困難となるため、車検予約システ

ムの入替を行います。 

入替に伴う日程は、下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機器操作等については、  

◎インターネットによる予約 

  操作方法については現行システムと変更ありません。 

   

◎電話予約 

   電話による予約(℡055-263-3232)も従来どおり変更ありません。 

 

◎検査予約の会員による確認(検査票への印字) 

   操作方法については現行システムと変更ありません。 

    

 

 

 

 

 

令和３年１月１日以降に１２ヶ月点検、２４か月点検及び新車の納車整備を行った自家用乗用車

には、令和４年用点検整備済ステッカーを貼付することになります。 

 １１月末より販売予定の令和４年用ステッカーは、整備事業者等が前面ガラスに貼付できる期間

は、令和４年９月３０日までと指定されておりますので、購入時にはご注意下さい。 

参考  ｢令和４年用点検整備済ステッカー｣は、令和３年１月１日以降に自家用乗用車、令和３

年７月１日以降に自家用貨物車、令和３年１０月１日以降に事業用貨物車等に貼付しま

すが、詳細は自動車点検基準をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

予約システムの停止期間    ①１１月１９日（木）午後１８時～１９時までの１時間程度 

（２回の停止期間があります） 

②１１月２１日（土）午前９：００～１１月２２日（日） 

正午までの１.５日間程度停止いたします。 

                      ※ 作業の進捗状況により停止時間が伸びる可能性があります。  

 

車検予約システムの入替について 

令和４年用点検整備済ステッカー貼付のお知らせ 
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点検整備済ステッカーは、定期点検整備を実施した自動車の前面ガラスに点検整備済を示すステッカ

ーを貼付することにより、点検整備実施事業場名等を表示し、実施責任を明らかにするとともに、車両

内外から容易に判別することで、自動車使用者、整備事業者等に次回の定期点検整備時期を知らせるこ

とにより、定期点検整備の実施の励行を促進します。 

 また、ステッカーの管理について、各ステッカー取扱い団体及び整備事業者等は、配布台帳を備え厳

正な管理を行うこととしています。 

 つきましては、ステッカーの管理方法等について、定期点検整備促進対策要綱により定められた次の

事項を遵守するようお願いします。 

 

・ステッカーは、定期点検整備等を実施した事業者が納車前に貼付することを厳守し、自動車

使用者等にはステッカーを渡さないこと。 

  ・定期点検整備実施事業者は、配布台帳を備え厳正な管理を行うこと。 

  ・不適正な管理を行った場合は、ステッカーの配布を停止することがあること。 

 

 

 

 

 

 

 

【関東運輸支局山梨運輸支局】 

新 所 属 氏名 旧 所 属 

自動車技術総合機構関東検査部 

多摩事務所主席自動車検査官 
飯田 健太郎 山梨運輸支局陸運技術専門官（保安） 

山梨運輸支局陸運技術専門官（保安） 伊藤 誠二 神奈川運輸支局陸運技術専門官（保安） 

 

 

【軽自動車検査協会 山梨事務所】 

新 所 属 氏名 旧 所 属 

松本事務所 業務課検査員 小林 淳平 山梨事務所 業務課検査員 

山梨事務所 業務課主任検査員 浅沼 克彦 野田事務所 業務課主任検査員 

 

 

関係団体人事異動について 

点検整備済ステッカーの厳正なる管理について 
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認証工場を対象とする標記定期校正を通達に基づき、下記により実施致します。 

また、該当支部の事業場（認証工場）には追って案内しますが、あらかじめご承知下さい。 

 

支  部 実  施  日  実 施 場 所  時   間 

南アルプス北     １２月 ９日（水） 
 

ア ク テ ィ ブ カ ー ズ 
 

9：30～16：00 

南アルプス南      １２月１６日（水） 
 

井 上 モ ー タ ー ス 
 

9：30～16：00 

日  下  部 令和 3 年 1 月 28 日（木） 
 

振 興 会  実 習 場 
 

9：00～16：00 

甲  府  南      ２月 ３日（水） 
 

振 興 会  実 習 場 
 

9：00～16：00 

市    川      ２月１９日（金） 
 

久 保 田 自 動 車 工 業 
 

9：30～16：00 

 

 

 

 

 

 

定期点検整備の促進と不正改造車排除を図るため、標記街頭検査が実施されました。 

なお、街頭検査の結果は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

【主な不適合箇所】 

 口頭注意 後部反射器不備（色褪せ等）、定期点検ステッカー期限切れ、最大積載ステッカーな

しタイヤの摩耗、ナンバー灯不点灯 

     ※大月支部の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 ＣＯ・ＨＣ測定器定期校正の実施計画について 

街頭検査実施結果について 

日時 実施場所
 運輸支局 ２名 総検査車両数 ３０台 

大月市 自動車技術総合機構 １名 不良車両数 ９台 
９月９日（水） 笹子町 大月支部 ４名 整備命令 　０台 

１３：３０～１５：２０ 地方整備局敷地内 振興会 ２名 口頭警告 ９台 
警察 ２名 車検切れ ０台 
山梨県 ８名 

参加者 摘要
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前検査車両の危険性に関する啓発活動として、 

平成２３年度から日整連ホームページへの「知っ

て納得！安心車検！」シリーズの掲載及びチラシ

等の作成・配布等を通じ、自動車ユーザーに対し、

代行車検による受検の危険性等について注意喚起

を行っています。 

今年度は、令和２年４月より、検査標章に記載さ

れることとなった点検整備に関する注意喚起文に

ついて説明した冊子「もっと！知って納得！安心

車検！ (エピソード８)－検査標章への点検整備

注意喚起文の記載編－」が作成されました。 

自動車ユーザーに対して代行車検の危険性について周知するための資料として、各種イベント、

街頭検査時などにおいて自動車ユーザーに配布します。  

 

 

 

車検・点検案内はがき「お楽しみくじ」 ９月分当選発表 

事業場 認証 支部 事業場 認証 支部

日栄小沢自動車整備工場 472 甲府東 功刀モータース 213 市川

（有）清国自工 881 甲府西 （株）杉野ホンダ販売 324 市川

（有）大木自動車 922 甲府西 （有）穂坂自動車工業 704 南巨摩南

深沢自動車整備工場 288 甲府南 中込モータース 364 南巨摩北

（株）キリン自動車 411 甲府南 保坂自動車 619 南巨摩北

（有）塩部モータース 189 甲府北 中富自動車整備工場 682 南巨摩北

東洋モータース 972 甲府北 御坂自動車修理工場 165 東八

（有）カ―サ―ビス五味 1106 甲府北 石川自動車整備工場 377 東八

山崎自動車整備工場 157 峡北 （有）カードックＶＪオート 406 塩山

（株）下井出 1035 峡北 福田オート 447 塩山

（有）輿石自動車工業 665 韮崎 塩山オートサービス 550 塩山

山本自動車整備工場 699 韮崎 （株）渡文商会 183 岳麓

（株）久保田自動車整備工場 776 韮崎 岳麓マツダ自動車（株） 292 岳麓

ヤザキオート 1151 韮崎 （株）カネキ自動車 170 都留

名執モータース 774 南アルプス北 コマタオートセンター 433 都留

前検査車両の危険性に関する啓発活動におけるパンフレットについて 
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 この度、自動車整備人材確保対策の一環として、中高生を主な対象に下記のとおりファミリーレ

ストランの飲食用テーブルに貼付されるテーブルステッカーを活用した広告を実施しますので、お

知らせします。 

 

記 

１．実施期間 

令和２年１０月２６日（月）～１１月８日（日）（１４日間） 

２．広告内容詳細 

別添１参照 

３．広告掲出店舗 

全国のすかいらーくグループのファミリーレストラン（ガスト等）２５０店舗 

（各都道府県において学生の来店が多いと思われる繁華街の店舗を抽出） 

○ 山梨県内 

      ガスト 甲府朝日店 

      ガスト 甲府上今井店 

      ガスト 甲府酒折店 

      ジョナサン 甲府伊勢店 

      ジョナサン 甲府駅南店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添２抜粋 

 

 

ファミリーレストランでの自動車整備士 PR 

「テーブルステッカー広告」の実施について 
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標記「整備需要等の動向調査」の結果がまとまりましたので、概要をお知らせします。 

 

１．目的 

本調査は、自動車整備事業場における整備需要等の動向について、直近の６ヶ月間における業

績及 び向こう６ヶ月間の業績予想を把握することにより、自動車整備業界の発展に資するた

めに平成８年７月から半年毎に実施しているものである。 

２．調査時期及び調査地区 

・ 調査時期 ： 令和２年７月 

・ 調査地区 ： 全国 

３． 調査対象及び回収数 

・ 調査対象 ： 専業の認証   （回収数    ２５７） 

： 専業の指定   （回収数    ４０５） 

： ディーラーの指定（回収数   ３１９） 

                   回収合計  ９８１ 

４．調査結果の概要 

１．今期（令和２年１月～６月期）は令和２年７月時点の調査であり、経済指標は次の通り 

○ＧＤＰ成長率（１次速報値、四半期別） 

・実質ＧＤＰ成長率は、１～３月期が▲０．６％、４～６月期が▲７．８％ 

・名目ＧＤＰ成長率は、１～３月期が▲０．５％、４～６月期が▲７．４％ 

○家計調査（総世帯、第３四半期＋第４四半期、対前年同期比） 

消費支出・・・・・・・・・ ▲７．４％ 

自動車維持費・・・・・・・ ▲９．１％ 

ガソリン・・・・・・・・・ ▲２３．０％ 

自動車等部品・関連用品・・ ▲４．２％ 

自動車整備費・・・・・・・ ＋３．９％ 

○景気動向指数（ＣＩ一致指数） 

「悪化」 

 

２．今期（令和２年１月～６月期）の総整備売上高ＤＩ、総入庫台数ＤＩは２期連続で悪化、いず

れも過去最低を更新 

○今期の総整備売上高ＤＩおよび総入庫台数ＤＩは、全ての業態で２期連続の悪化となり、い

ずれも調査開始（平成８年７月、第１回調査）以来、最低となった。 

○前期（令和元年７月～１２月）との比較では、総整備売上高ＤＩは４０．９ポイント、総入

庫台数ＤＩは３６．７ポイント減少、これは、前回調査（令和２年１月、第４８回調査）結

果の約３倍に相当し、下落幅は過去最大となった。 

○業態別では、総整備売上高ＤＩ、総入庫台数ＤＩともディーラーが最も悪化している。顧客

との接点機会が多い営業スタイルが、コロナ禍の影響を最も受けたものと推測する。 

 

３．来期の業績予想では、総整備売上高ＤＩ、予想総入庫台数ＤＩいずれも悪化 

○来期（令和２年７月～１２月）の総整備売上高ＤＩ、総入庫台数ＤＩは、全ての業態でいず

れも調査開始以来、最低を更新しており、今期より悪化するという結果である。 

第４９回「整備需要等の動向調査」結果の概要について 
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○今期との比較では、予想総整備売上高ＤＩは２３．１ポイント、予想総入庫台数ＤＩは２１．

５ポイントの減少にとどまったことは、今後、経済活動が徐々に再開されて景気は持ち直す

との期待感があるものとみている。 

 

４．整備業界全体の景況感ＤＩはリーマンショックに次ぐ低い水準 

○景況感ＤＩは－７７．２、前期より１７．２ポイント減少した。リーマンショックの影響を

受けた第２６回調査（平成２１年１月）の－８８．３を底に、マイナス圏内での改善が続い

ていたが、第４６回調査（平成３１年１月）以降、３期連続で低下した。 

○前期との比較では１７．２ポイントの減少、下落幅としては過去最大となった。景況感ＤＩ

の悪さは、リーマンショック時には及ばないものの、８割弱の事業者は景気が悪いと回答し

ている。 

 

５．概括 

○整備業界は、緊急事態宣言下でも休業を要請されることなく、また、ほとんどのユーザーは

予定通りに車検や定期点検の入庫を行うため、多くの事業者が前年並みの水準を確保、表向

きは新型コロナウイルスによる影響は限定的とみている。この調査は、「減った（減る）」

と「やや減った（やや減る）」、「やや悪い」と「かなり悪い」を同じウェイトとして扱っ

ているため、実態以上にマイナス側に振れていることも考えられる。例えば、今期の総整備

売上高では、「やや減った」が３７．４％、「減った」が３２．０％、また、整備業界全体

の景況感では、「やや減る」が４４．６％、「減る」が２２．９％と、いずれも「やや」の

割合が多くなっており、悲観するような結果ではない。但し、昨年１０月の消費増税以降、

新車販売台数の前年度割れが続いており、この影響は将来の入庫台数に影響するため、今後

の動向に注視している。 

○令和２年の月別継続検査台数の推移をみると、緊急事態宣言が発令された５月は大幅に減少

したが、車検証の有効期間が延長されたため、翌月は大幅に増加、今期（１月～６月）は、

登録車が対前年比５．４％減、軽自動車が１．６％減となった。もっとも、継続検査対象台

数は、保有台数と一定の相関があり、近年は１年おきに“山”と“谷”を繰り返しており（※）、

今期はその“谷”であることを考慮すれば、各経済指標が示す程の下落にはならない可能性

もある。 

※リーマンショック（Ｈ２０／９）、②エコカー補助金（Ｈ２１／４～Ｈ２２／９、Ｈ２３

／１２～Ｈ２４／９）、③東日本大震災(Ｈ２３／３)、④消費税率引き上げ(Ｈ２６／４、

Ｒ１.／１０)、⑤軽自動車税の増税(Ｈ２７／４)などによる新車販売台数の増減の影響に

よる。 

○一方、事業場の営業時間短縮や修理部品の入荷遅延など、供給サイドとしての入庫制限、外

出自粛で交通事故が減ったことによる事故整備入庫の減少、また、外出自粛や景気の先行き

不安から、ユーザーが法定整備以外の一般整備、緊急性の低い整備の入庫をやめたことなど

がマイナス面で影響しているものと推測する。 

○段階的に経済活動は再開しているが、来期の動向は新型コロナウイルスの感染状況次第であ

る。 
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自動車技術総合機構 山梨事務所からのお知らせ 

山梨事務所の 

２コース ABSH テスターで事故発生!! 

〔事故概要〕 

 令和２年９月１日、すれ違い灯のヘッドライト検査が不合格の

まま、ブレーキ検査まで終わったので受検車両が前進を始めたと

きに、総合判定室の担当者が、走行灯でヘッドライト検査を行お

うとしてテスターを作動させました。 

 その結果、前輪側ガイドローラが作動してタイヤと接触、右リ

ヤタイヤがパンクする事故が発生しました。 

前輪側ガイドローラ 

イメージ図 

〔お願い〕  

 すれ違い灯によるヘッドライト検査が不合格の時、走行灯によ

る検査の可否を案内します。 

 また、車両の操作ミスや車両の姿勢が悪くて不合格になった場

合にも検査をやり直すことがあります。 

 このような場合は、車両を動かさずにお待ちいただき、検査職

員の案内に従っていただくようお願いします。 

 受検者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 



 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨事務所の 

３コース ABS テスターで事故発生!! 

〔事故概要〕 

 令和２年９月２８日、３コースはヘッドライト検査で走行灯に

よる再測定をしていた車両があったことから、コースの流れが停

滞していました。 

 この状況のなかで、受検車両はスピードメータ検査が終わり、

リヤブレーキ検査を行うため、ゆっくり前進していたところ、前

方の車両との間隔を見誤り、追突する事故が発生しました。 

イメージ図 

〔お願い〕  

 ヘッドライト検査で走行灯による再測定や下廻り検査での確認

行為などで、コースが停滞しているときがあります。 

 前方車両との間隔、排気ガス検査時の受検者の立ち位置にも注

意して受検していただくようお願いします。 

 受検者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

独独立立行行政政法法人人  自自動動車車技技術術総総合合機機構構 

  関関東東検検査査部部  山山梨梨事事務務所所 
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◎継続検査のラウンド予約について 

日頃は当協会の業務にご理解ご協力頂き有難うございます。 

さて、継続持込検査の繁忙時には構内が大変混雑しているところです。 

当協会としては業務を安全、円滑に行うことに努力をしているところです

が、最近ラウンド予約外で受検する車両が散見されます。予約ラウンド以外

のラウンドで受検すると構内から待機車両がはみ出し、はみ出し車両による

重大事故が発生するおそれや、近隣住民等の通行車両を妨げるため、予約ラ

ウンドを厳守して受検するようお願いします。 

なお、状況によりラウンド予約を守らない受検車両については一旦、待機

列から離れていただき、再度予約ラウンドに並んでいただくことがあるので

ご承知下さい。 

今後とも、安全、適切に検査が実施できるよう引き続きご協力をお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

標記補助事業につきまして、令和２年８月１２日付で一旦停止されていた公募受付が令和２年９

月２３日をもって終了した旨の案内が国土交通省及び執行団体であるパシフィックコンサルタン

ツ株式会社のホームページ上にて、下記のとおり公表されましたのでお知らせします。 

 

記 

【公表について】 

 ●国土交通省  

スキャンツールの導入補助を開始（９／２３付けで内容が更新されました） 

～車載電子機器の故障や劣化の把握をサポートする整備機器の導入を支援します～ 

  https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000251.html 

●パシフィックコンサルタンツ株式会社  

新着情報 令和２年９月２３日  

http://www.pacific-hojo.jp/scan/index.html 

軽自動車検査協会山梨事務所からのお願い 

スキャンツール導入補助事業の公募受付終了について 
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当会ホームページのトップページを１２月よりリニューアルします。 

ご利用される一般ユーザーを主体とし、より情報が探しやすいトップページとします。 
また、「車検予約システム」「ＦＡＩＮＥＳ」「リコール情報」「環境家計簿」「自動車リサイ

クルシステム」は一括して会員ページへ移動します。 

リニューアルに伴い、各サイトのＵＲＬに変更はありませんが、会員皆様のパソコンにトップペ

ージをブラウザの「お気に入り」「ブックマーク」などに登録されている場合は、会員ページへの

ＵＲＬへ変更をお願いします。 

これからも、引き続きお役に立つ情報のご提供や、内容の充実に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページのリニューアルについて 

会員に必要な関連

メニュー・情報提供

は、こちら 

ユーザー主体のホームページへ変更 
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